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30年以上も蘭。住民の反対運動はよれ

原発計雷を追い出した町があっだ！
～原発事故が起きだ今こそ考えだい。

なぜ原発マネーを拒否できだのか
－監督：がさこ　　　÷製作・脚本：矢問秀次郎

一捜影：中井正義∴∴∴録音：田辺信道　　水中撮影：山口敏志

音楽協力：SHOC刷KURECORDS：魂の歌」より

（作曲：岩代太郎　演奏：東京都交響楽団）

日時：2017年5月13日（土）

（D14：00・－（918：00一一台図30分前日鳩

会場：たんばぼ舎
千代田区三崎町2－6－2ダイナミックピル4F

入壕料：当日券1，300円　前売藷1．000円
ご芳名・住所・電話番号・上表の区別・枚数などを明記して
FAX：042381－7770（矧剛　までお送りください。

主　催：映画「シロウオ」たんばぼ舎上映実行委員会

（冨接080づ083－6352）
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、仕事を、そして豪糠を守りたい

を康劫させた人々を追う
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隷 ��軍需満トラフ三連励起 欝：亀点となっているがi 
主 Il ��㌧言捌毘きる前に、肩掛 

辛み ��誘電茂樹運動に闘わっ 

i／童謡欝諸 ��一ヽ・∴、 接触00分の映像にま 轄覇 

∴＿言 合 �・購戸内裏　実篤着 意∴∴柵．請 

る東京重力綱島第一原子力発電所の事故により、広く

性が知れわたることとなったが、今から30年以上も前に、

危険な原発は建てさせない」と住民が事故が起きる。

康発対面を断念させた場所が全国に34カ所あった。

波方の住民たちが協力し合い、原発計画をまさんで、

島真田高市精町の「蒲生田原発」と、和歌山県日高町

超巨大地震が心配される今、全国各地の黒発再稼働が

なぜ彼らはチェルノブイリ原発事故や福島原発事故

計画を追い出すことができたのか。当時、

住民らの証言を中心に
樫に粛づき、

た住民などにインタビュー。

まとめた。

町：想生田鷹募
が計画発表

市長が連接中止決定

●紬観山嘱目轟け凋轟原発
1967年　日高町議会が同展地区に誘致決議

1975年　関西電力が小満地区に立地打診

1990年　原発反対の日高町町長・志賀政窓氏

当選により実質上計画中止

農薬視豪にいったら

重力会社のやらせがあった

事故が起きなくても　　＞－ 
温排水の影響で漁ができなくなる　▲ 

もし事故が起きたら
人が住めなくなる

自然豊かな町を
子や孫に震したい

！　　柏書房第事故を見て思ったこと。 

1本当にあの鴫・脱脂肢対峰よがった 

映画にも豊鋤。高嶺大学原子炉実験所朗報、小出椿事氏メッセージ
「当時の住民は賛成派も反対派も、みんな原発が危険であることはわかっていた。ただ原発がなくても生きて
いける自信を持っている人々が反対できた」

本作晶が映画初監督デビュー。かさこ監督メッセージ
東日本大震災発生後、被災地を何度も取材しました。中でも福島原発20キロ圏内に入り、人が住めない
「死の町」と化した無人の町を見た晴の恐ろしさは今でも忘れられません。寮に帰れなくなった人の話を
闇いた時、これは福島だけの問題ではなくそう遠くない未来に護もが起こりうる諒だとの思いを強くしました。

今、3・11の記憶は急速に風化しています。今後の日本社会のあり方を考える上で∴過去に原発立地を
断念させた人々に話を聞きたいと考え、本映画を製作しました。

自主上映合
冊儀のお願い

本映画の上映会を開催してくださる方を募集しています。多くの人に見ていただけるよう、
ご協力お願いいたします。貸出条件や上映会のお申込みについては、シロウオ上映委員会・

矢向までご連韓ください。
〒1帥”0012東京藷小金井市中町2－を13　TEL“FAX：042－381－mO
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